
2010～2011年度 No.1

　第 　10　回 委員会名

委員長名

開催　日時

開催　場所

× 河合地区ガバナー 大石第１副地区ガバナー 阿久津第２副地区ガバナー

○  L 高橋　芳久　委員長 ×  L 上野　滋朗　副委員長  L 　　　　　　   副委員長

○  L 井上　一二三  副委員長  L　　　　           委員  L　　　　           委員

○  L 五十嵐　隆   委員  L　　　　           委員  L　　　　           委員

×  L 古川　浩成   委員  L　　　　           委員  L　　　　           委員

○  L 秋山　　勉    委員  L　　　　           委員  L　　　　           委員

○  L 酒井　三雄   委員  L　　　　           委員  L　　　　           委員

×  L 森　　 鉄雄   委員  L　　　　           委員  L　　　　           委員

×  L 岡　　 博文　 委員  L　　　　           委員  L　　　　           委員

○  L 大澤　　力 　 委員 ○  Ｌ 副幹事　赤尾　嘉晃

×

× ｷｬﾋﾞﾈｯﾄ幹事　Ｌ　近藤　正彦

× ｷｬﾋﾞﾈｯﾄ会計　Ｌ　吉田　實

1

2

3

1

作　成　者

 　再認識させられる。

　 させられた。

　   目下のところ、まず、寒さと水不足、食料不足、放射能等に悩む東北被災者に、

 　心の応援と、何でも良いが、応援できる行動をしてゆくことを、各委員会が強く感じ、

　 気持ちが一つになったようでした。

　Ｌ　井上　一二三

　２０１１年　　４　月　　２０　日　　　木曜日　　　　１７時　００分　～　１８時　３０分

次　　　第

 L　高橋　芳久

次回開催日時
　　　　　　場所 　ルノアール

◎ 　千葉県浦安地区に発生した地震による液状化現象の実態を写真で説明して頂く。

　 東北地方太平洋沖地震に注目が集まっているが、私達の足元での災害について

　 別添写真の通りであり、当委員会でも何らかのアクションを起こす必要を強く感じ

議　　　題

 ｽﾍﾟｼｬﾙｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ　L 坂本　潤之輔　 委員

委　員　会　報　告

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会・進行　Ｌ　高橋　芳久　委員長

委員長挨拶

東北地方太平洋沖地震について

　２０１０年　３　月　２９　日　　火曜日　　　　１７時　００分　～　１８時　３０分

　ルノアール

　出席オブザーバー　　

緊急対策支援委員会

出　席　者

審議経過事項の概要

高橋委員長より談話を頂く

上級救命技能認定について



　第 　10　回

◎　　支援活動が、長期に必要となりそうであり、支援プロジェクトチーム（委員会)を

　　ありました。続く受講日は、４月１０日（日）　13リジョン　立川消防署

　　いただいくお願いをした。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５月１４日（土）　１リジョン　

　高橋委員長は、４月１０日に被災地に車と支援物資を届けるべく行動するとの

ことです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５月２１日（土）　４リジョン　城東消防署　　が、決定

　　以上にて委員会を終了した。

議　　　題

　　創設することについてガバナーに計ることとした。

　　しているとの報告がありました。

◎　　上級救命技能認定受講者は既に150名を超えている旨、委員長よりの報告が

審議経過事項の概要

◎　　募金等の受け入れをキャビネットオンリーではなく、クラブ単位で直接実行

　　出来る宛て先の一覧を、赤尾副幹事が、インターネットにより、ダウンロードして

◎　　現地物品を運ぶ場合の、当事者が万が一、事故にあった場合に、適応できる

　　保険制度が、国際協会の規約について、委員全員で確認し、改めて認識できた。

No.2

◎　　災害地への支援活動に関する安全管理担当委員をキャビネット幹事集団の

　　中から選び、活動して頂く旨、ガリバーに取り計らって頂くべく提案することとした。

◎ 　 東日本巨大災害が、キャビネットでも話題の中心となり、当委員会の活動が、

　  注目されている。
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